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平成 14年度 第２回 環境まちづくり研究会 
 

 

会議の概要 
z と き：平成 14 年 6 月 28 日（金）13:30～16:00 

z ところ：市役所南庁舎 2階 第 5 会議室 

z 参加者数：12 人、事務局 4 人、コンサル 3 人 
 

 

 

   ねらい 

 

● 市民参加、市民と行政共働による環境基本計画づくりの意義と職員の 

  役割を確認。 

● 分科会活動の進捗状況をメンバー間で共有。 

● 分科会活動の課題と解決に向けての方策検討。 

 

  プログラムの流れ 

 

     総合司会 水と緑の課：杉浦係長 

 

     (1)あいさつ 

水と緑の課の杉浦係長より、平成 14 年度第 2回開催にあたってあいさつを行い

ました。 

 

 

     (2)前回までのふりかえり 

ファシリテーターの山中より、前回までのふりかえりと今回のねらいについて説

明しました。その後、2人 1 組で「傾聴」を行いました。 

 

＜前回までのふりかえり＞ 

○ 今までに全体会を 1回、合同分科会を 1回開催してきました。 

○ 第 1 回合同分科会以降、分科会ごとにばらつきがあるものの、1回以上分科

会を開催してきました。 

 1



＜今回のねらい＞ 

○ 分科会が現在どのように進められているのか、お互いの分科会どおしで情報を

共有します。 

○ 現段階で課題になっていることは何かを皆さんと一緒に出し合います。 

○ その課題に対して、今後分科会を進めていく中でよい方向に向けていくための

提案会をします。 

 

＜傾聴 4 つのルール＞ 
 

① 質問しないで聴く 

② 相手に心を寄添わせながら聴く 

③ 全身で共感しながら聴く 

④ メモを取らずに聴く 

 

＜進め方＞ 

① まずは各自で資料 ①と資料 ②（当日レジュメ裏面）を読んで、気になる部分

に下線を引きました。 

② 各自、平成 14 年度が始まって「私が大切だと思うこと」または「私が気付い

たこと」というテーマで、1分間のメッセージにまとめました。 

③ 2 人 1 組になり、話し手と聴き手を決めます。話し手は 1分間で自分の意見

を伝えます。聴き手は「傾聴」という方法で聴きました。 

④ 聴き手は、45 秒で話し手の意

見をそのまま振り戻します。話

し手の意見が聴き手に正しく伝

わっていない場合、説明を付け

加えました。 

⑤ 話し手と聴き手を交代して、同

じ作業を行いました。 

 

 

                               傾聴の様子 ② 
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次に、コンサルタントの川合より「平成 14 年度の計画づくりの方法（修正版）」、

「第 2回全体会（7／20）までの作業目標及び具体的進め方」について説明しまし

た。 

 



 

     (3)各分科会進捗状況の共有 
各分科会から、進捗状況について発表し、  

全体で共有しました。 

 

 

 

● 水分科会 

 ・今までに 3回開催した。 

 ・ワークシート②は、他分科会からの提案を受けて 3 つから 5 つに増やした。 

 ・ワークシート③に関連して、次回、天白川の水系・水質、流れ込む支川・た

め池を地図で調べる予定。他の分科会に関係することも出ているが、当面は

水分科会で検討していくことにした。 
 

● 緑分科会 

 ・今までに 3回開催した。 

 ・検討・議論したいことのリストアップはうまくいっているが、出た 12 の  

テーマをまとめる作業で問題化している。 

 ・農業、緑は他人のものという意見が出た。今後どう整理していくかは問題。 

 ・想いの強い市民が多いし、まとめる作業の時間が短い。 

 ・今後は、環境科学㈱の佐藤さんからの提案を取り入れながら整理する。 
 

● まち分科会 

 ・第 1 回合同分科会以降、2回開催した。 

 ・まだワークシート②まで達成していない。他分科会からの提案を受けたが、

まだ検討していない状況。 

 ・「道路」をどう扱うか、どう環境面から取り込むかが一番問題になっている。 

 ・時間を考えて進める必要がある。 
 

● ライフスタイル分科会 

 ・今までに 3回開催した。 

 ・ワークシート③まで検討した（省資源、省エネ、汚染防止、環境負荷、車の

使用抑制について話し合った）。 

 ・先進地視察も考えている。 

 ・ワークシート①について、各分科会の進め方を見直すしくみ・機会が必要。

また、市民と討論する機会が必要。 
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● コミュニティ分科会 

 ・今までに 1回開催し、今夜第 2回目を開催する。 

 ・「コミュニティとは」といった想いを共有した。 
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● 遊びと学び分科会 

 ・第 1 回合同分科会以降、2回開催した。 

 ・他分科会からの提案も含めて、再度順位付けを行った。 

 ・優先順位を付けた 1～5 位について、具体的にどんな情報が必要かをまとめ

た。（天白川の活用、自然とのふれあい体験、父親参加、イベント企画、小中

学校の活用が上位 5位） 

 

 

     (4)分科会活動の課題出し 

ファシリテーターの山中より説明を行いました。各自から課題と思うことをカー

ドに書き出して模造紙上で整理し、まとめ、全体で共有しました。 

 

＜進め方＞ 

① まずは各自でカードに「分科会活動に対する課題」を書き出しました。 

② 書き出したカードを発表しながら、模造紙に貼り付けました。その後、同じよ

うなカードはまとめて分類し、課題にキーワードをつけました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  模造紙にカードを貼りつける様子 ①       模造紙にカードを貼り付ける様子 ② 

 

     ※「分科会活動に対する課題」のまとめ 
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     (5)課題解決のための検討＆提案 

模造紙上でカテゴリー化された課題について、グループごとで提案できることを

考え、発表し、全体で共有しました。その後、各自で再度課題に対して「自分でや

ってみようと思うこと」を具体的に紙に書き出しました。 

 

＜進め方＞ 

① 3 人ずつ 5つのグループに分かれ、それぞれキーワードをつけた課題を 4つ

ずつ担当しました。 

② 4 つの課題について提案できることを模造紙に書き出しました。 

③ 各グループから発表し、全体で共有しました。 

④ 最後に、各自で課題だと思うことを 3つ選び、次回からの分科会で具体的に

「自分でやってみようと思うこと」を書き出しました。その後、グループ内で

お互い確認し、共有ました。 
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    模造紙に書き出す様子            各自で課題を書き出す様子 

 

     ※「課題解決のための提案」のまとめ 

 

 

     (6)今後の日程 

・第 2回全体会の日程：7月 20 日（土）13:00～17:00 

 （場所：市役所南庁舎 第 5 会議室） 

 

 

以 上 
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